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(1) 動機：TOD 型の首都圏では駅前商業の役割は重

要であるが，ロードサイド店や EC によって購買ニ

ーズが多様化し，衰退傾向が指摘されている．そ

の上で，駅前小売店の集積状況及び業種構成の

現状を駅毎に類型化することによって首都圏郊外

の駅前商業が果たしている役割を広域的な視点か

ら明らかにすることが今回の研究の目的である． 

(2) 方法：対象を山手線の中心から直線距離 10 km-50 
km 圏内の駅周辺 600 m の小売店舗とした．i タウ

ンページから業種毎に住所を収集し GIS データ化

する．タウンページデータベースを参考に業種を 8
種に分類した．集積状況と業種構成から変数を検

討し，2 種類のクラスター分析を行った上で，類型

化した駅をマッピングし，広域的な構造を見る． 
(3) 結果： 

・分析 1：集積状況によるクラスタリング 
表 1 に 6 分類した各変数の平均値及び名称，参照

した基礎データの平均を示す．cluster1，2 に関して

は横浜周辺に多く分布し，地域のコアとなるような

駅が多い．cluster3，4 は対照的な分布となっており，

都心に近いほど cluster4 が多く，cluster3 は少ない．

cluster5 は都心から離れる毎に分布が減衰する．ま

た中央線沿線に多い．cluster6 はつくばエクスプレ

ス沿線，郊外南西部に多く分布している． 
・分析 2：業種構成によるクラスタリング 
表 2 に 7 分類の各変数の平均値及び名称，参照し

た基礎データの平均を示す．cluster1，3 は郊外西

部，南部に多く分布し，他は少ない．cluster2 は都

心から離れた東部では少ない．cluster4，5 は横浜，

大宮，千葉周辺の他，郊外南西部に多く分布して

いる．また，武蔵野線沿線にも多い．cluster6，7 は

首都圏郊外東部に多く分布している．以上の様に

都心からの距離や方位，路線毎の特徴が見られた．

今後はそういった傾向を構造化することに努める． 
(4) 使用したデータ： 

・ 「i タウンページ R2」NTT タウンページ株式会社 
・ 国土数値情報「駅乗降客数 H25, 30」国土交通省 
・ e-stat「国勢調査 H22, 27」総務省 

(5) 参考文献： 
趙洪俊・阪本一郎（2012）東京における駅前商業

地の成長・衰退に関する研究．『都市計画論文集』, 
47(3), 823-828． 

図 2：業種構成による分析の広域図（分析 2） 図 1：集積状況による分析の広域図（分析 1） 

表 1：分析 1 によって分類されたクラスターの特徴 表 2：分析 2 によって分類されたクラスターの特徴 
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